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気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
ｌ
『
准
南
子
』
に
お
け
る
他
界
観
念
に
つ
い
て
Ｉ

久
富
木
成
大

『
准
南
子
』
は
、
一
般
に
、
諸
子
百
家
の
思
想
が
い
り
ま
じ
っ
た
、
雑
家
の

書
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
と
な
る
思
想
が
あ
り
、
そ

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

は
じ
め
に

一
生
成
と
変
化

⑳
万
物
の
生
成

㈲
万
物
の
変
化

㈱
人
間
の
場
合

二
死
を
め
ぐ
っ
て

い
死
を
ま
ね
く
も
の

⑤
病
気

例
刑
罰

三
死
と
他
界

㈹
道
家

何
道
家
と
儒
家

お
わ
り
に

注
は
じ
め
に

れ
は
道
家
の
思
想
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
道
家
の
書
の
代

表
と
も
目
さ
れ
て
い
る
『
荘
子
』
に
は
、
妻
の
死
を
、
妻
の
新
た
な
る
出
発
と

見
て
、
盆
を
た
た
い
て
祝
う
、
荘
周
の
逸
話
を
の
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
考
え
て
み
て
も
、
道
家
の
思
想
に
は
、
一
般
的
な
意
味
で
の
、
宗
教
的
な

性
格
が
、
本
来
的
に
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
し
は
か
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
必
然
的
な
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
系
統
の
書
籍
で

は
、
宗
教
上
の
行
事
や
、
死
後
の
世
界
の
こ
と
に
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
よ
、
フ
な
観
点
か
ら
、
『
准
南
子
』
を
読
ん
で
み
る
と
き
、
そ
こ
に

展
開
さ
れ
て
い
る
他
界
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
の
事
象
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特

色
が
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
い
か
な
る
思
想
史
上
の
現
象

に
由
来
す
る
の
で
あ
る
急
フ
か
。
以
下
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、

小
稿
に
も
ち
い
る
『
准
南
子
』
の
本
文
は
、
劉
文
典
の
『
准
南
鴻
烈
集
解
』
に
、

拠
る
こ
と
に
し
た
。

一
生
成
と
変
化

④
万
物
の
生
成

七
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我
々
の
ま
わ
り
に
あ
る
世
界
を
構
成
し
て
い
る
万
物
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

出
来
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
フ
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
、
フ
な
出
来
か
た

を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
万
物
相
互
の
関
係
は
、
ど
の
よ
、
フ
に
な
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
見
な
さ
れ
て
き
た
で
あ
る
、
フ
か
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
『
准

南
子
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
み
て
み
よ
這
う
。

○
夫
れ
天
の
覆
ふ
と
こ
ろ
、
地
の
載
す
る
と
こ
ろ
、
六
合
の
包
む
と
こ
ろ
、

陰
陽
の
殉
（
あ
た
た
）
む
る
と
こ
ろ
、
雨
露
の
濡
（
、
７
る
）
ほ
す
と
こ
ろ
、

。
◎
。
◎
。
◎
。
。
０
．
０
．
０
０
０
０
Ｏ

道
徳
の
扶
く
る
と
こ
ろ
、
此
れ
皆
一
父
母
に
生
じ
て
、
一
和
に
閲
（
す
）

く
ら
る
。
是
の
故
に
、
槐
楡
と
橘
柚
と
合
し
て
兄
弟
と
な
り
、
有
苗
と
三

危
と
通
じ
て
一
家
と
な
る
。
夫
の
目
に
は
鴻
鵠
の
飛
ぶ
を
硯
、
耳
に
は
琴

惹
の
聲
を
鶏
き
て
、
心
は
雁
門
の
間
に
在
る
は
、
一
身
の
中
に
、
身
の
分

離
剖
判
あ
り
、
六
合
の
内
、
一
筆
し
て
、
千
萬
里
な
る
な
り
。
是
の
故
に
、

其
の
異
な
る
も
の
よ
り
之
を
覗
れ
ば
、
肝
膳
も
胡
越
し
て
、
其
の
同
じ
き

も
の
よ
り
之
を
硯
れ
ば
、
萬
物
も
一
圏
な
り
。
百
家
の
異
説
は
、
各
々
出

づ
る
と
こ
ろ
あ
り
。
若
し
夫
れ
墨
・
楊
・
申
・
商
の
治
道
に
お
け
る
は
、

猶
ほ
蓋
の
一
棟
な
く
、
輪
の
一
輻
な
き
が
ご
と
く
、
こ
れ
有
ら
ば
以
て
數
に

備
ふ
可
き
も
、
こ
れ
無
き
も
未
だ
用
に
害
あ
ら
ざ
る
な
り
。
己
（
お
の
れ
）

自
ら
濁
り
こ
れ
を
檀
（
ほ
し
い
ま
ま
）
に
す
と
以
爲
（
お
も
）
ひ
て
、
こ

れ
を
天
地
の
情
に
通
ぜ
ら
る
な
り
。
今
、
夫
の
冶
工
の
器
を
鋳
る
に
、
金

の
鑪
中
に
踊
躍
す
る
あ
れ
ば
、
必
ら
ず
波
溢
し
て
播
棄
す
る
も
の
あ
り
、

其
の
中
地
に
し
て
凝
滞
し
て
、
ま
た
以
て
物
に
象
る
も
の
あ
り
、
其
の
形

小
用
す
る
と
こ
ろ
あ
り
と
錐
も
、
然
も
未
だ
以
て
周
室
の
九
鼎
よ
り
も
保

（
た
か
ら
）
と
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
ま
た
況
ん
や
形
を
規
す
る
も
の
に

比
す
る
を
や
。
其
の
道
と
相
去
る
こ
と
も
ま
た
遠
し
。
今
か
の
萬
物
の
疏

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

躍
枝
筆
、
百
事
の
垂
葉
條
栓
（
け
い
え
ふ
で
７
げ
つ
）
、
皆
一
根
に
本
づ
き

て
、
千
萬
に
條
循
す
る
な
り
。
（
夫
天
之
所
覆
地
之
所
載
、
六
合
所
包
、
陰

陽
所
吻
、
雨
露
所
濡
、
道
徳
所
扶
、
此
皆
生
一
父
母
、
而
閲
一
和
也
、
是

故
槐
楡
與
橘
柚
合
而
爲
兄
弟
、
有
苗
與
三
危
通
爲
一
家
、
夫
目
覗
鴻
鵠
之

飛
、
耳
蕊
琴
憲
之
聲
、
而
心
在
雁
門
之
間
、
一
身
之
中
、
身
之
分
離
剖
判
、

六
合
之
内
、
一
筆
而
千
萬
里
、
是
故
、
自
其
異
者
覗
之
、
肝
膳
胡
越
、
自

其
同
者
硯
之
、
萬
物
一
圏
也
、
百
家
異
説
、
各
有
所
出
、
若
夫
墨
楊
申
商

之
於
治
道
、
猶
蓋
之
無
一
校
、
而
輪
之
無
一
輻
か
有
之
可
以
備
數
、
無
之

未
有
害
於
用
也
、
己
自
以
爲
濁
檀
之
、
不
通
之
干
天
地
之
情
也
、
今
夫
冶

工
之
鋳
器
、
金
踊
躍
干
鑪
中
、
必
有
波
溢
而
播
棄
者
、
其
中
地
而
凝
滞
、

亦
有
以
象
於
物
者
美
、
其
形
錐
有
所
小
用
哉
八
然
未
可
以
保
於
周
室
之
九

鼎
也
、
又
況
比
規
形
者
乎
、
其
與
道
相
去
亦
遠
美
、
今
夫
萬
物
之
疏
躍
枝

畢
、
百
事
之
華
葉
條
栓
、
皆
本
於
一
根
、
而
條
循
千
萬
也
Ｉ
『
准
南
子
』

俶
眞
訓
）

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
天
地
の
間
に
あ
る
万
物
は
、
一
つ
の
父
母
、
つ
ま
り
天

①地
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
、
フ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
万
物
は
、
結
局
の

②

と
こ
ろ
一
和
、
つ
ま
り
共
通
の
〃
気
″
か
ら
出
来
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
万
物
は
一
体
で
、
差
別
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
面

か
ら
万
物
を
見
る
と
き
、
例
え
ば
、
槐
（
え
ん
じ
ゅ
）
や
楡
（
に
れ
）
の
よ
雲
フ

な
落
葉
高
木
も
、
橘
（
た
ち
ば
な
）
や
柚
（
ゆ
ず
）
の
よ
う
な
常
緑
低
木
の
果

樹
も
、
大
し
た
違
い
は
な
い
。
い
わ
ば
、
兄
弟
で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
目
で
は
鴻
鵠
の
飛
ぶ
の
を
見
、
耳
で
は
琴
憲
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
心

で
は
、
は
る
か
北
方
の
雁
門
山
の
あ
た
り
の
こ
と
を
思
う
と
い
、
う
よ
、
フ
で
あ
れ

ば
、
精
神
が
バ
ラ
バ
ラ
に
分
裂
し
、
離
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
天
地
四

三
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方
に
上
下
を
加
え
た
空
間
の
な
か
に
あ
る
も
の
の
す
べ
て
に
、
千
万
里
も
の
へ

だ
た
り
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
ゑ
そ
の
た
め
、
身
体
の
な
か
で
、
隣
り
あ
っ

て
い
る
肝
臓
と
膳
の
う
の
あ
い
だ
に
さ
え
、
北
方
の
胡
の
国
と
、
南
方
の
越
国

ほ
ど
の
隔
り
が
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
同
じ
だ
と
い
、
フ
立
場
を
固
く
守
れ

ば
、
万
物
は
〃
気
〃
で
出
来
た
一
類
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
形
而
上
の
思
想

に
も
あ
て
は
ま
る
。
墨
窪
。
楊
朱
・
申
不
害
・
商
鞁
た
ち
の
諸
子
百
家
の
思
想

が
あ
る
が
、
他
と
ち
が
っ
て
、
ど
れ
か
特
定
の
一
つ
だ
け
が
特
別
の
存
在
意
義

を
持
つ
の
で
あ
る
と
考
え
る
よ
、
フ
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
天
下
の
万
物

の
見
方
を
、
知
ら
な
い
も
の
の
主
張
で
あ
る
、
フ
。
万
事
が
こ
の
と
お
り
で
あ
り
、

世
の
中
の
限
り
な
く
多
い
よ
う
に
み
え
る
存
在
物
の
す
べ
て
は
、
み
な
一
つ
の

根
本
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
万
物
は
一
つ
の
父
母
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
の
た
め
に
、
共
通
の
〃
気
〃
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
思
い
を
は
せ
、
精
神
を
集
注
さ
せ
て
考
え
る
と
き
、
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
万
物
は
一
体
で
あ
る
と
い
、
７
考
え
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か

し
、
こ
の
世
の
万
物
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
、
フ
、
〃
万
物
一

体
″
と
い
、
フ
考
え
に
は
、
形
式
上
は
と
も
か
く
と
し
て
、
深
い
理
解
、
あ
る
い

は
真
の
認
識
と
い
、
フ
段
階
に
お
い
て
は
、
容
易
に
は
到
り
え
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

○
夫
れ
、
許
由
の
天
下
を
小
と
し
て
、
己
を
以
て
堯
に
易
へ
ざ
り
し
は
、
志

（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
天
下
を
遣
（
わ
す
）
れ
た
り
し
な
り
。
然
る
ゆ
え
ん
は

何
ぞ
や
。
天
下
に
因
り
て
、
天
下
を
爲
（
を
さ
）
む
る
な
り
。
天
下
の
要

は
彼
に
在
ら
ず
し
て
我
に
在
り
。
人
に
在
ら
ず
し
て
、
我
が
身
に
在
り
、

（
我
が
）
身
得
れ
ば
、
則
ち
萬
物
備
は
る
。
心
術
の
論
に
徹
す
れ
ば
、
則

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

ち
嗜
欲
好
憎
は
外
な
り
。
こ
の
故
に
喜
ぶ
と
こ
ろ
も
な
く
、
怒
る
と
こ
ろ

も
な
く
、
樂
し
む
と
こ
ろ
も
な
く
、
苦
し
む
と
こ
ろ
も
な
し
。
萬
物
玄
同

に
し
て
、
非
も
な
く
是
も
な
く
、
化
育
玄
耀
に
し
て
、
生
き
た
れ
ど
も
死

せ
る
が
如
し
。
夫
れ
天
下
は
ま
た
、
わ
が
有
な
り
。
吾
も
ま
た
、
天
下
の

有
な
り
。
天
下
と
我
と
豈
に
間
（
へ
だ
て
）
あ
ら
ん
や
。
夫
れ
天
下
を
有

す
と
は
、
↑
豈
に
必
ら
ず
し
も
權
を
攝
し
勢
を
持
し
、
殺
生
の
柄
を
操
り
て
、

以
て
其
の
號
令
を
行
ふ
も
の
な
ら
ん
や
。
吾
が
所
謂
天
下
を
有
す
と
は
、

此
を
謂
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
自
得
す
る
の
み
○
自
得
す
れ
ば
、
則
ち
天
下

も
ま
た
我
を
得
る
。
吾
と
天
下
と
相
得
れ
ば
ゃ
則
ち
常
に
相
有
す
る
の
み
。

又
い
づ
く
ん
ぞ
そ
の
間
に
容
る
る
を
得
ざ
る
こ
と
あ
ら
ん
。
い
は
ゆ
る
自

得
と
は
、
其
の
身
を
全
く
す
る
も
の
な
り
。
其
の
身
を
全
く
す
れ
ば
、
則

ち
道
と
一
た
り
。
（
夫
許
由
小
天
下
、
而
不
以
己
易
堯
者
、
志
遣
於
天
下
也
、

所
以
然
者
何
也
、
因
天
下
而
爲
天
下
也
、
天
下
之
要
、
不
在
於
彼
、
而
在

於
我
、
不
在
於
人
、
而
在
於
我
身
、
身
得
則
萬
物
備
美
、
徹
於
心
術
之
論
、

則
嗜
欲
好
憎
外
美
、
是
故
無
所
喜
、
而
無
所
怒
、
無
所
樂
、
而
無
所
苦
、

萬
物
玄
同
也
、
無
非
無
是
、
化
育
玄
耀
、
生
而
如
死
、
夫
天
下
者
亦
吾
有

也
、
吾
亦
天
下
之
有
也
、
天
下
之
與
我
、
豈
有
間
哉
、
夫
有
天
下
者
、
豈

必
攝
權
持
勢
、
操
殺
生
之
柄
、
而
以
行
其
號
令
邪
、
吾
所
謂
有
天
下
者
、

非
謂
此
也
、
自
得
而
巳
、
自
得
則
天
下
亦
得
我
美
、
吾
與
天
下
相
得
、
則

常
相
有
巳
、
又
焉
有
不
得
容
其
間
者
乎
、
所
謂
自
得
者
、
全
其
身
者
也
、

全
其
身
、
則
與
道
爲
一
美
Ｉ
『
准
南
子
』
原
道
訓
）

許
由
は
上
古
の
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
述
べ
る
よ
、
フ
に
、
堯
か
ら

天
下
を
譲
ら
れ
た
が
、
受
け
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
ま
た
、

彼
は
堯
に
、
九
州
の
長
に
任
命
す
る
と
い
わ
れ
た
。
す
る
と
彼
は
、
稔
ら
わ
し

三
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い
こ
と
を
聞
い
た
と
い
っ
て
、
川
の
流
れ
で
耳
を
洗
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
は
、
天
下
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
、
心
に
天
下
を
忘
れ
去
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
許
由
は
天
下
に
対
し
て
、

何
の
意
志
も
感
情
も
、
働
か
せ
て
い
な
い
。
ま
さ
に
許
由
は
、
そ
の
た
め
に
、

。
。
。
◎

天
下
を
天
下
の
自
然
の
姿
の
と
お
り
に
、
ま
た
は
、
あ
る
が
ま
ま
に
さ
せ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
、
フ
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
許
由
は
ま
た
、
自
己
の

主
体
性
を
、
完
全
に
確
立
し
え
た
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
と

り
も
な
お
さ
ず
、
言
葉
の
真
の
意
味
に
お
い
て
、
天
下
を
わ
が
も
の
と
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
こ
と
は
ま
た
、
天
下
の
側
か
ら

も
い
え
る
の
で
あ
る
。
天
下
が
あ
る
が
ま
ま
の
天
下
、
つ
ま
り
、
天
下
が
自
己

の
主
体
制
を
確
立
し
え
た
と
き
、
天
下
は
万
物
の
主
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
引
い
た
文
章
に
、
「
天
下
は
我
の
も
の
で
あ
り
、
我
も
ま
た
天
下
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
天
下
と
我
と
の
あ
い
だ
に
は
、
何
の
へ
だ
た
り
も
な
い
の
で

あ
る
」
、
と
あ
る
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

天
下
を
完
全
に
忘
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
、
万
物
を
完
全
に
忘
れ
る
こ

と
、
こ
、
う
し
た
こ
と
を
な
し
え
た
心
の
状
態
に
達
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
引
い

た
文
章
で
は
、
「
心
術
の
論
に
徹
す
る
」
、
と
い
、
フ
こ
と
ば
で
表
現
し
て
い
る
。

心
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
同
じ
く
こ
の
文
章
に
い
う
と
こ
ろ
の
、

「
万
物
玄
同
」
、
つ
ま
り
、
万
物
が
と
け
あ
っ
て
、
潭
然
と
し
て
一
体
と
な
る
と

い
う
こ
と
が
実
現
し
、
自
覚
も
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
〃
万
物
一
体
〃
の
認
識
と
い

、
フ
も
の
は
、
こ
の
よ
、
フ
な
心
の
状
態
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
至
る
方
法
を
、
こ
こ
に
引
い
た
文
章
で
は
、
そ
の
末
尾
に
、

「
道
と
一
た
り
」
と
明
言
す
る
。
〃
道
〃
、
つ
ま
り
宇
宙
生
成
の
原
理
と
一
体
化

す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
、
フ
。
こ
の
世
の
万
物
の
あ
り
方
は
、
万
物
一
体
と
い
、
フ

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

か
た
ち
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
認
識
は
、
実
は
、
こ
の
よ
う
に
容

易
に
は
得
ら
れ
な
い
。

⑨
万
物
の
変
化

前
節
に
お
い
て
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
物
は
一
つ
の
父
母
か
ら
生
ま

れ
て
、
同
じ
〃
気
″
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
以
上
、
万
物
が
一
体
の
も
の

で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
物
は
、
こ
の
よ
、
フ
に
一
つ
の
父
母
か
ら
生

ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
万
物
が
出
そ
ろ
う
に
は
、
複
雑
な
過
程
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
万
物
が
一
つ
の
父
母
か
ら
、
直
接
に
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

○
夫
れ
蝦
蟇
（
が
ま
）
は
鶉
（
、
う
ず
ら
）
と
な
り
、
水
臺
（
す
い
た
い
）
は

悪
惹
（
ほ
、
う
ぼ
フ
）
と
な
る
は
、
皆
、
生
ず
る
こ
と
其
類
に
あ
ら
ず
。
た

だ
聖
人
の
み
、
そ
の
化
を
知
る
。
そ
れ
胡
人
、
暦
（
ひ
）
を
見
る
も
、
そ

の
以
て
布
と
な
す
べ
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
越
人
は
義
（
ぜ
い
）
を
見
る

も
、
そ
の
以
て
膳
（
せ
ん
）
と
な
す
べ
き
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
物
に

通
ぜ
ざ
る
も
の
は
、
與
に
化
を
言
ひ
難
し
。
（
夫
蝦
蟇
爲
鶉
、
水
臺
爲
悪
惹
、

皆
生
非
其
類
、
唯
聖
人
知
其
化
、
夫
胡
人
見
暦
、
不
知
其
可
以
爲
布
也
、

越
人
見
簔
、
不
知
其
可
以
爲
旛
也
、
故
不
通
於
物
者
難
與
言
化
Ｉ
『
准
南

子
』
齋
俗
訓
）

当
時
の
見
解
に
よ
る
と
、
こ
こ
に
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
蝦
蟇
（
が
ま
）
が

鶉
（
う
ず
ら
）
に
な
る
の
で
あ
り
、
水
中
の
虫
で
あ
る
水
臺
（
す
い
た
い
）
が
、

ト
ン
ボ
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
同
類
で
な
い
も
の
か
ら
変
化
し
て
、

別
の
物
が
生
ず
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
理
は
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ

て
は
い
な
い
。
〃
道
〃
と
一
体
化
し
て
生
き
て
い
る
、
聖
人
の
み
が
、
よ
く
知
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
、
つ
ぎ
の
よ
、
フ
な
こ
と
と
事

四
○



192

情
は
同
じ
で
あ
る
。
麻
の
実
を
見
て
も
、
こ
れ
を
用
い
て
布
を
作
る
こ
と
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
出
来
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
北
方
の
胡
国
の
人
々
に
は
わ
か
ら

な
い
。
ま
た
、
獣
の
細
毛
を
見
て
も
、
南
方
の
越
国
の
も
の
に
は
、
こ
れ
で
織

物
が
作
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
想
像
も
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
も
の

ど
と
は
、
わ
か
る
も
の
に
は
わ
か
る
が
、
わ
か
ら
な
い
も
の
に
は
、
わ
か
ら
な

い
の
で
あ
る
。
物
の
、
前
述
の
変
化
と
同
様
な
変
化
は
、
ま
た
、
以
下
の
ご
と

く
で
あ
る
。

○
水
董
は
蝿
と
な
り
、
孑
孑
は
壁
と
な
り
、
莵
蓄
（
と
け
つ
）
は
蕾
（
だ
）

と
な
る
。
物
の
な
す
と
こ
ろ
の
不
意
に
出
ず
る
、
知
ら
ざ
る
も
の
は
驚
き
、

知
る
も
の
は
怪
し
ま
ず
。
（
水
臺
爲
蝿
、
孑
孑
爲
蚤
、
莵
薔
爲
蜑
、
物
之
所

爲
、
出
於
不
意
、
弗
知
者
驚
、
知
者
不
怪
ｌ
『
准
南
子
』
説
林
訓
）

③

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
兎
の
醤
（
か
じ
）
っ
た
草
が
蟹
（
あ
ぶ
）
に
な
る

と
い
う
よ
う
な
、
想
像
を
絶
す
る
変
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

こ
こ
に
も
い
う
よ
う
に
、
知
ら
な
い
も
の
に
は
大
き
な
驚
き
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
、
知
る
も
の
に
は
特
別
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
つ
の
父
母
か
ら
万
物
が
生
じ
、
万
物
の
あ
い
だ
か
ら
、
ま
た
別
の
物
が
生

ず
る
と
い
う
、
二
段
階
の
、
生
成
と
、
転
化
変
成
と
が
あ
り
、
こ
の
間
の
事
情

は
聖
人
に
し
か
、
は
っ
き
り
と
は
知
り
え
な
い
の
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
い
わ

れ
て
き
た
。
こ
と
に
、
一
般
の
人
々
に
は
、
こ
の
二
段
階
目
の
こ
と
と
し
て
お

こ
る
、
転
化
変
成
と
い
、
う
こ
と
は
、
不
思
議
で
も
あ
る
し
、
ま
た
、
難
解
で
も

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
の
起
こ
る
原
理
を
、
例
を
使
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
、
フ

に
説
明
す
る
。

○
夫
れ
物
類
の
相
應
ず
る
は
、
玄
妙
深
微
に
し
て
、
知
も
論
ず
る
能
は
ず
。

辮
も
解
す
る
能
は
ず
。
故
に
東
風
至
り
て
酒
湛
溢
れ
、
霊
（
か
ひ
こ
）
絲
を

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

呵
き
て
商
弦
絶
た
る
。
こ
れ
を
感
ず
る
こ
と
あ
れ
ば
な
り
。
書
（
く
わ
く
）
、

灰
に
随
っ
て
月
運
關
け
、
鯨
魚
死
し
て
彗
星
出
づ
。
こ
れ
を
動
か
す
こ
と

あ
れ
ば
な
り
。
故
に
聖
人
位
に
あ
れ
ば
、
道
を
懐
き
て
言
は
ざ
る
も
、
澤

は
萬
民
に
及
び
、
君
と
臣
、
心
を
乖
（
そ
む
）
く
れ
ば
、
則
ち
背
議
の
天

に
見
（
あ
ら
）
は
る
は
、
榊
氣
相
應
ず
る
の
徴
な
り
。
故
に
山
雲
は
草
葬

の
ご
と
く
、
水
雲
は
魚
鱗
の
ご
と
く
、
旱
雲
は
煙
火
の
ご
と
く
、
湾
雲
は

波
水
（
ひ
す
い
）
の
ご
と
し
。
各
々
そ
の
形
類
に
象
る
は
、
こ
れ
に
感
ず

る
が
所
以
な
り
。
夫
燧
は
火
を
日
に
と
り
、
方
諸
は
露
を
月
に
取
る
。
天

地
の
間
は
、
巧
暦
も
其
の
數
を
筆
ぐ
る
能
は
ず
、
手
は
忽
呪
を
徴
す
る
も
、

其
の
光
を
覧
る
こ
と
能
は
ず
。
然
る
に
掌
握
の
中
を
以
て
、
類
を
太
極
の

。
０
．
。
◎
０
０

上
よ
り
引
く
に
、
水
火
た
ち
ど
こ
ろ
に
致
す
べ
き
は
、
陰
陽
の
同
氣
相
動

け
ば
な
り
。
此
れ
傅
説
の
辰
尾
に
騎
れ
る
所
以
な
り
。
故
に
至
陰
は
鴎
鴎
、

至
陽
は
赫
赫
、
雨
者
交
接
し
和
を
成
し
て
、
萬
物
生
ず
。
衆
雄
の
み
に
し

て
雌
な
け
れ
ば
、
又
何
の
化
の
能
く
造
る
所
あ
ら
ん
や
。
い
は
ゆ
る
不
言

の
辮
、
不
道
の
道
な
り
。
（
夫
物
類
之
相
應
、
玄
妙
深
微
、
知
不
能
論
、
辮

不
能
解
、
故
東
風
至
而
酒
湛
溢
、
霊
噸
絲
而
商
弦
絶
、
或
感
之
也
、
薑
随

灰
而
月
運
關
、
鯨
魚
死
而
彗
星
出
、
或
動
之
也
、
故
聖
人
在
位
、
懐
道
而

不
言
、
澤
及
萬
民
、
君
臣
乖
心
、
則
背
誘
見
於
天
、
赫
氣
相
應
徴
芙
、
故

山
雲
草
葬
、
水
雲
魚
鱗
、
旱
雲
煙
火
、
湾
雲
波
水
、
各
象
其
形
類
、
所
以

感
之
、
夫
燧
取
火
於
日
、
方
諸
取
露
於
月
、
天
地
之
間
、
巧
暦
不
能
學
其

數
、
手
微
忽
呪
、
不
能
寶
其
光
、
然
以
掌
握
之
中
、
引
類
於
太
極
之
上
、

而
水
火
可
立
致
者
、
陰
陽
同
氣
、
相
動
也
、
此
傅
説
之
所
以
騎
辰
尾
也
、

故
至
陰
鴎
鴎
、
至
陽
赫
赫
、
雨
者
交
接
成
和
、
而
萬
物
生
焉
、
衆
雄
而
無

雌
、
又
何
化
之
所
能
造
乎
、
所
謂
不
言
之
辮
、
不
道
之
道
也
Ｉ
『
惟
南
子
』

四
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寶
冥
訓
）

こ
こ
で
は
、
万
物
の
生
成
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
前
章
の
冒
頭
か
ら
述
べ

て
き
た
こ
と
に
く
ら
べ
て
、
格
段
に
精
密
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
万
物
は
一
つ
の
父
母
、
つ
ま
り
天
地
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
父
に
由
来
す
る
至
陽
の
気
（
Ｉ
最
良
の
陽

気
）
と
、
母
に
由
来
す
る
至
陰
の
気
（
Ｉ
最
良
の
陰
気
）
と
の
存
在
を
前
提
と

し
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
至
陽
の
気
と
は
、
赫
々
、
つ
ま
り

火
が
赤
々
と
燃
え
さ
か
る
よ
う
に
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
力
に
満
ち
た
陽
気
の
こ

と
で
あ
り
、
至
陰
の
気
と
は
、
鴎
鴎
、
つ
ま
り
風
が
強
く
吹
く
よ
う
に
、
勢
い

の
さ
か
ん
な
陰
気
の
こ
と
で
あ
る
。
陰
陽
の
気
が
、
そ
の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、

は
じ
め
て
こ
こ
に
い
う
よ
、
７
に
、
「
両
者
交
接
し
、
和
を
な
し
て
、
万
物
生
ず
」
、

と
い
、
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
父
母
、
つ
ま
り
、
天
地
の
気
が
接
し
て
一
つ

に
な
り
、
和
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
陰
の
気
と
陽
の
気
で
あ
り
、
し
か
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
満
ち
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
強
力
に
む
す
び
つ
き
、
そ
の
結
果
と
し

て
物
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
新
た
に
明
ら

か
と
な
っ
た
。

つ
ぎ
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
引
い
た
文
章
の
冒
頭
に

い
う
、
「
物
類
の
相
応
ず
る
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
な
例
は
、

た
と
え
ば
、
こ
こ
に
い
、
フ
よ
う
に
、
春
風
が
吹
き
は
じ
め
れ
ば
酒
が
醗
酵
し
、

④

垂
が
糸
を
吐
き
は
じ
め
る
と
楽
器
の
商
の
音
の
弦
が
切
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

蘆
の
灰
を
つ
か
っ
て
、
窓
の
下
の
月
光
の
な
か
で
円
を
え
が
き
、
円
の
一
部
を

⑤

欠
い
て
お
く
。
す
る
と
、
上
天
に
あ
る
月
の
量
（
か
さ
）
も
欠
け
る
。
さ
ら
に
、

鯨
が
死
ぬ
と
彗
星
が
あ
ら
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
山
に
か
か
る
雲
は
草
む
ら
の

よ
う
で
あ
り
、
水
辺
の
上
空
の
雲
は
、
水
中
の
魚
の
鱗
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

か
ら
、
日
照
り
が
つ
づ
く
と
き
の
雲
は
、
峰
火
の
よ
、
フ
で
あ
り
、
長
雨
が
つ
づ

く
と
き
の
雲
は
、
波
立
つ
水
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、

蘆
の
灰
の
円
と
月
の
量
と
を
例
に
と
っ
て
い
え
ば
、
「
蘆
の
灰
の
円
の
欠
け
た
も

の
」
が
、
「
月
の
量
の
欠
け
た
も
の
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
「
あ

る
も
の
」
が
、
「
別
の
あ
る
も
の
」
に
化
し
た
、
と
い
う
か
た
ち
に
、
一
般
化
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
、
フ
な
変
化
が
お
こ
り
、
フ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
、
そ
の
答
え

を
与
え
る
で
あ
る
竜
フ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
引
用
し
た
文
章
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
い
う
。
「
夫
燧
（
ふ
す
い
）
と
い
う
道
具
は
、
太
陽
か
ら
火
を
と
る
こ
と
に
使

わ
れ
る
。
方
諸
と
い
う
道
具
は
、
月
か
ら
露
を
集
め
る
の
に
使
用
さ
れ
る
。
非

常
に
離
れ
た
天
地
の
あ
い
だ
を
へ
だ
て
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

太
陽
と
夫
燧
と
が
、
と
も
に
陽
類
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
月
と
方
諸
と

が
、
と
も
に
陰
類
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
類
の
〃
気
〃
が
互
い

に
引
き
あ
い
、
影
響
し
あ
う
こ
と
に
よ
る
」
、
と
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
生
成
と
変
化
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

万
物
が
出
来
、
ふ
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
『
准
南
子
』
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
た
。
そ
、
フ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
、
万
物
の
生
成
と
い
、
う
こ
と
は
陰

陽
二
気
の
「
交
接
成
和
」
と
い
、
う
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
し
て
、
万
物
の
変
化
、
あ
る
い
は
転
化
の
方
健
陰
陽
そ
れ
ぞ
れ
同
類

の
気
が
「
相
動
き
、
相
応
ず
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
の
で
あ
っ
た
。
万
物

の
生
成
変
化
に
か
か
わ
る
、
二
種
の
作
用
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
述
べ
て
は
き

た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
造
化
の
妙
と
も
い
わ
れ
る
こ
と
に
属
す
る
現

象
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
引
用
文
に
も
、
「
不
言
の
弁
、
不
道
の
道
」
と

い
い
、
「
玄
妙
深
微
に
し
て
、
知
も
論
ず
る
能
は
ず
、
弁
も
解
す
る
能
は
ず
」
、

四
二
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と
も
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
の
人
間
に
は
知
り
尽
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
き
に
の
べ
た
許
由
の
よ
う
な
、
道
と
一
体
化
し
え
た
、

聖
人
の
領
域
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
万
物
の
生
成
も
、
変
化
や
転
化
も
、

〃
気
〃
が
あ
つ
ま
り
、
影
響
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
の
で
あ
る
と
い
う
、

基
本
的
な
こ
と
は
、
誰
に
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈱
人
間
の
場
合

こ
れ
ま
で
、
『
准
南
子
』
の
述
べ
る
、
物
一
般
の
生
成
や
変
化
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
み
て
き
た
。
以
下
に
こ
の
こ
と
を
、
人
間
の
場
合
に
つ
い
て
、
た
し
か

め
て
お
き
た
い
。

○
天
の
氣
は
魂
と
な
り
、
地
の
氣
は
塊
と
な
る
。
（
天
氣
爲
魂
、
地
氣
爲
塊
ｌ

『
准
南
子
』
主
術
訓
）

○
古
（
い
に
し
）
へ
、
未
だ
天
地
有
ら
ざ
る
の
時
、
惟
だ
無
形
に
像
（
に
）

た
り
。
窃
窃
冥
冥
、
芒
笠
漠
閏
、
鴻
濠
鴻
洞
と
し
て
、
其
の
門
を
知
る
こ

と
莫
し
。
二
脚
あ
り
て
混
生
し
、
天
を
經
し
地
を
螢
す
。
孔
乎
と
し
て
其

の
終
極
す
る
所
を
知
る
莫
く
、
稻
乎
と
し
て
其
の
止
息
す
る
所
を
知
る
莫

し
。
是
に
於
て
乃
ち
別
れ
て
陰
陽
と
な
り
、
離
れ
て
八
極
と
な
る
。
剛
柔

相
成
し
、
萬
物
乃
ち
形
す
。
煩
氣
は
塁
と
な
り
、
精
氣
は
人
と
な
る
。
こ

の
故
に
、
精
榊
は
天
の
有
に
し
て
、
骨
骸
は
地
の
有
な
り
。
（
古
未
有
天
地

之
時
、
惟
像
無
形
、
窃
窃
冥
冥
、
芒
芙
漠
閏
、
鴻
濠
鴻
洞
、
莫
知
其
門
、

有
二
榊
混
生
、
經
天
螢
地
、
孔
乎
莫
知
其
所
終
極
、
稻
乎
莫
知
其
所
止
息
、

於
是
乃
別
爲
陰
陽
、
離
爲
八
極
、
剛
柔
相
成
、
萬
物
乃
形
、
煩
氣
爲
塁
、

精
氣
爲
人
、
是
故
精
紳
天
之
有
也
、
而
骨
骸
者
地
之
有
也
Ｉ
『
准
南
子
』

精
紳
訓
）

こ
の
前
後
二
つ
の
引
用
文
の
う
ち
、
後
の
方
に
、
「
陰
陽
と
な
り
…
…
万
物
す

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

な
は
ち
形
す
。
煩
気
は
墨
と
な
り
、
精
気
は
人
と
な
る
。
こ
の
故
に
精
神
は
天

の
有
に
し
て
、
骨
骸
は
地
の
有
な
り
」
、
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
陰
陽

の
気
か
ら
万
物
が
出
来
、
そ
の
、
う
ち
、
混
濁
の
気
か
ら
は
墨
、
つ
ま
り
、
動
物

が
、
清
純
の
気
か
ら
は
人
間
が
生
ず
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
わ
か
る
の

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
さ
ら
に
、
引
用
の
文
章
の
前
の
文
と
、
後
の
文
章
の
後

半
部
分
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
き
、
天
の
気
に
よ
っ
て
、
精
神
と
そ
の
霊
で

あ
る
魂
が
で
き
、
肉
体
と
そ
の
霊
で
あ
る
塊
と
は
、
地
の
気
に
よ
っ
て
出
来
て

い
る
の
で
あ
る
と
い
ゞ
う
こ
と
が
、
わ
か
る
で
あ
る
、
７
。
で
は
、
人
間
は
、
具
体

的
に
は
、
ど
の
よ
、
フ
に
し
て
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
夫
れ
精
紳
は
天
よ
り
受
け
る
所
に
し
て
、
形
禮
は
地
よ
り
稟
く
る
所
な
り
。

故
に
曰
く
、
一
、
二
を
生
じ
、
二
、
三
を
生
じ
、
三
、
萬
物
を
生
ず
。
萬

物
、
陰
を
背
に
し
て
陽
を
抱
き
、
沖
氣
以
て
和
を
爲
す
、
と
。
故
に
曰
く
、

一
月
（
い
ち
げ
つ
）
に
し
て
膏
た
り
、
二
月
に
し
て
朕
（
て
つ
）
た
り
、

三
月
に
し
て
胎
た
り
、
四
月
に
し
て
肌
あ
り
、
五
月
に
し
て
筋
あ
り
、
六

月
に
し
て
骨
あ
り
、
七
月
に
し
て
成
り
、
八
月
に
し
て
動
き
、
九
月
に
し

て
躁
ぎ
、
十
月
に
し
て
生
ま
る
。
（
夫
精
榊
者
所
受
於
天
也
、
而
形
禮
者
所

稟
於
地
也
、
故
日
、
一
生
二
、
二
生
三
、
三
生
萬
物
、
萬
物
背
陰
而
抱
陽
、

沖
氣
以
爲
和
、
故
日
、
一
月
而
膏
、
二
月
而
朕
、
三
月
而
胎
、
四
月
而
肌
、

五
月
而
筋
、
六
月
而
骨
、
七
月
而
成
、
八
月
而
動
、
九
月
而
躁
、
十
月
而

生
Ｉ
『
准
南
子
』
精
榊
訓
）

こ
の
引
用
文
に
、
二
ヶ
所
あ
る
「
故
日
：
…
・
」
の
う
ち
、
前
の
方
は
、
『
老
子
』

四
十
二
章
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
老
子
は
、
陰
陽
二
気
を
調
和
し
、
一
体

化
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
沖
気
、
つ
ま
り
沖
和
の
気
と
い
、
フ
も
の
を
、
想
定
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
措
き
、
こ
こ
で
は
、
人
間
が
一
ヶ
月
目
の
膏
（
あ
ぶ
ら
）

四
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か
ら
、
十
ヶ
月
を
経
過
し
て
出
生
す
る
ま
で
の
、
具
体
的
な
様
子
に
、
我
々
は

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
陰
陽
の
二
気
か
ら
、
肉
体
を
そ

な
え
て
、
人
間
は
生
ま
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
こ
、
フ
し
て
生
ま
れ
て

き
た
人
間
に
、
男
女
の
性
を
は
じ
め
と
し
て
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
区
別
が

あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
、
フ
に
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
准
南
子
』
の
説
く
と
こ
ろ
に
、
耳
を
か
た
む
け
て
み
よ
う
。

○
土
地
は
各
々
そ
の
類
を
以
て
生
ず
。
是
の
故
に
山
氣
は
男
多
く
、
澤
氣
は

女
多
し
。
障
氣
は
暗
（
い
ん
）
多
く
、
風
氣
は
聲
多
し
。
林
氣
は
纒
多
く
、

木
氣
は
嘔
多
し
。
岸
下
の
氣
は
腫
多
く
、
石
氣
は
力
多
く
、
険
阻
の
氣
は

瘻
多
し
。
暑
氣
は
天
多
く
、
寒
氣
は
壽
多
し
。
谷
氣
は
癖
多
く
、
丘
氣
は

狂
多
し
。
桁
氣
は
仁
多
く
、
陵
氣
は
貧
多
し
。
輕
士
は
利
多
く
、
重
土
は

渥
多
し
。
清
水
は
音
少
に
、
濁
水
は
音
大
な
り
。
猯
水
は
人
輕
く
、
渥
水

。
○
。
０
．
。
◎
。
。
０
．
○
◎

は
人
重
し
。
中
土
に
は
聖
人
多
し
。
皆
そ
の
氣
に
象
り
、
皆
そ
の
類
に
應

ず
。
故
に
南
方
に
は
不
死
の
草
あ
り
、
北
方
に
は
不
鐸
の
旅
あ
り
、
東
方

に
は
君
子
の
國
あ
り
、
西
方
に
は
形
残
の
Ｐ
あ
り
て
、
寝
居
た
だ
夢
み
、

人
は
死
し
て
鬼
と
爲
る
。
磁
石
は
上
に
飛
び
、
雲
母
は
水
を
來
た
し
、
土

龍
は
雨
を
致
し
、
燕
雁
か
わ
り
飛
ぶ
。
蛤
・
蠣
心
珠
・
鑓
は
月
と
と
も
に

盛
衰
す
。
是
の
故
に
竪
土
の
人
は
剛
に
、
弱
土
の
人
は
肥
に
、
轤
土
の
人

は
大
に
、
沙
土
の
人
は
細
に
、
息
土
の
人
は
美
し
く
、
粍
土
の
人
は
醜
し
。

（
土
地
各
以
其
類
生
、
是
故
山
氣
多
男
、
澤
氣
多
女
、
障
氣
多
暗
、
風
氣

多
聲
、
林
氣
多
耀
、
木
氣
多
嘔
、
岸
下
氣
多
腫
、
石
氣
多
力
、
瞼
阻
氣
多

痩
、
暑
氣
多
天
、
寒
氣
多
壽
、
谷
氣
多
癖
、
丘
氣
多
狂
、
術
氣
多
仁
、
陵

氣
多
貧
、
輕
土
多
利
、
重
土
多
渥
、
清
水
音
小
、
濁
水
音
大
、
猯
水
人
輕
、

渥
水
人
重
、
中
土
多
聖
人
、
皆
象
其
氣
、
皆
應
其
類
、
故
南
方
有
不
死
之

気
の
循
環
と
他
界
の
形
成
（
久
富
木
成
大
）

草
、
北
方
有
不
鐸
之
沐
、
東
方
有
君
子
之
國
、
西
方
有
形
残
之
Ｐ
、
寝
居

直
夢
、
人
死
爲
鬼
、
磁
石
上
飛
、
雲
母
來
水
、
土
龍
致
雨
、
燕
雁
代
飛
、

蛤
螺
珠
鎚
、
與
月
盛
衰
、
是
故
竪
土
人
剛
、
弱
土
人
肥
、
轤
土
人
大
、
沙

土
人
細
、
息
土
人
美
、
粍
土
人
醜
Ｉ
『
准
南
子
』
墜
形
訓
）

人
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
や
区
別
が
あ
る
。
そ
の
原
因
を
こ
こ
で
は
、

「
皆
そ
の
気
に
象
り
、
皆
そ
の
類
に
応
ず
」
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
住
む
と
こ
ろ

の
〃
気
″
に
感
応
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
区
別
や
特
色
を
も
っ
た
人
間
が
生
ず
る

の
で
あ
る
と
い
、
フ
。
人
間
も
や
は
り
、
物
一
般
と
同
じ
く
、
〃
気
〃
に
よ
っ
て
生

じ
、
同
類
の
〃
気
″
の
感
応
に
よ
っ
て
、
多
く
の
種
類
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

㈹
死
を
ま
ね
く
も
の

○
五
色
は
目
を
乱
り
て
、
目
を
し
て
明
な
ら
ざ
し
め
、
五
聲
は
耳
を
謹
（
か

ま
び
す
）
し
く
し
て
、
耳
を
し
て
聰
な
ら
ざ
ら
し
め
、
五
味
は
口
を
凱
り

て
、
口
を
し
て
爽
（
た
が
）
ひ
傷
れ
し
め
、
趣
舎
は
心
を
滑
り
て
、
行
ひ

を
し
て
飛
揚
せ
し
む
。
此
の
四
者
は
、
天
下
の
性
を
養
ふ
と
こ
ろ
な
り
。

然
れ
ど
も
、
皆
人
の
累
ひ
な
り
。
故
に
曰
く
、
嗜
欲
は
人
の
氣
を
し
て
越

（
ち
）
ら
し
め
、
好
憎
は
人
の
心
を
し
て
勢
れ
し
む
。
疾
く
去
ら
ざ
れ
ば
、

。
◎
◎
。
◎
。

則
ち
志
氣
日
に
耗
る
、
と
。
夫
れ
人
の
其
の
壽
命
を
終
へ
る
能
は
ず
し
て
、

中
道
に
し
て
刑
裁
に
天
す
る
所
以
は
何
ぞ
や
。
其
の
生
を
生
と
す
る
の
厚

き
を
以
て
な
り
。
夫
れ
惟
だ
能
く
生
を
以
て
爲
す
無
き
者
は
、
則
ち
脩
く

生
を
得
る
所
以
な
り
。
（
五
色
凱
目
、
使
目
不
明
、
五
聲
謹
耳
、
使
耳
不
聰
、

五
味
凱
口
、
使
口
爽
傷
、
趣
舎
滑
心
、
使
行
飛
揚
、
此
四
者
天
下
之
所
養

二
死
を
め
ぐ
っ
て

四
四




























